
1 ．はじめに
　水道施設設計指針2012年版（日本水道協会）* 1

の「5.6.8下部集水装置」では『ろ過池には、ろ材
の支持、ろ過水の集水、逆流洗浄水の均等分配等
の機能を併せ持つ下部集水装置を設ける。（中略）
洗浄の均一性はろ過池の機能の継続上重要であ
る。』とされています。
　今回は水道施設設計指針には掲載されていない
有孔ブロック形（低損失水頭形） 3種、ストレー
ナ形 1種の材質、形状等を述べますが、それらの
概要をまとめて右頁の表 1に示します。
2 ．有孔ブロック形
　有孔ブロック形とは底版上に分散室と送水室を
有する成形ブロックを並べるものでその標準形状
は図 1のようになります。

　また、ブロック内部の構造などにより空気洗
浄* 2が可能なもの（表 1最下段参照）と不可能な
ものに分けられます。
　通常はブロック上部に砂利層が必要ですが、ブ
ロック上部に多孔板を取り付けることで砂利層が
不要となる場合もあります（写真 1参照）。

3 ．ストレーナ形（空気洗浄ノズル）
　ストレーナ形（空気洗浄ノズル）とは数十本の
縦方向スリットを有するヘッド部にロングノズル
を取り付けたもので、埋込スリーブを介して鉄筋
コンクリート造のろ床板に固定します（図 2参
照）。

　空気洗浄の際にはろ床板下部全面に空気層が形
成され、洗浄用の空気がロングノズルの内部を
通ってノズルヘッドに供給されます。
　ただし、空気洗浄終了後はこの空気層の空気を
速やかに排除する必要があります。
4 ．おわりに
　表1は有効径0.6㎜程度のろ過砂の下部に用いる
ことを想定しており、粒状活性炭などの下部に用い
る場合はろ材（吸着材）の粒径、密度、洗浄方法
等に適しているかの確認が改めて必要となります。
　下部集水装置を選定する際にはろ過や洗浄にお
ける適合性だけではなく、点検や交換方法等を含
めた多角的な検討が望ましいと考えられます。
＊ 1：抜粋版が厚生労働省HPで公開中
＊ 2：本稿では空気・水同時洗浄を含むものとする。
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図1　有孔ブロック形集水装置　模式図

写真 1　多孔板付きの有孔ブロック形集水装置

図 2　ストレーナ形集水装置　模式図

各種手引き・研究成果等はこちら http://www.jwrc-net.or.jp/



表 1 　急速ろ過池の下部集水装置 諸元一覧表
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（出典：水道技術ジャーナル2021年7月）




